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Ⅰ．緒言

東日本大震災後の 2011 年 5 月 6 日からおお
よそ 2 ヶ月に 1 回の頻度で，宮城県栗原市に在
住するビニールバレーボール愛好家と大学生の
ビニールバレーボールサークルからなる有志ボ
ランティアとともに，被害の大きかった沿岸地
域の石巻市・東松島市などに居住する人たちの
健康づくりに向けた活動支援を実施した．初回
の会場として，震災の難を受けながらもどうに
か使用可能であった，宮城県栗原市内の小学校
の体育館 1）を利用したが，その後も，被害の大
きかった沿岸地域の体育館などが利用できるよ
うになるまでの間は，比較的に被害の少なかっ

た県内の内陸にある施設を主な会場として利用
した．沿岸部である石巻・東松島地区からの
参加は，初回が 20 名であったが，その後 2 回
の活動を経て，10 月末に行われた交流大会で
は，前年比の 2.7 倍となる 41 名の参加があった，
この沿岸部からの参加者の増加も，活動支援に
よる一つの成果である．

一般に，復興支援に向けた活動を行うにあ
たっては，支援の押し付けにならないよう，被
災者のニーズの把握が求められる．支援の押し
付けの例としては，ニーズに沿わずに偏って集
まった救援物資が，深刻な保管場所の問題を引
き起こしたことなどがあげられる．
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ツの活動支援を計画する際にも，被災者の意識
がどのような状況にあるのかを把握すること
は，支援内容を検討する上で必要である．ま
た，対象となる被災者が，被災地で様々な不自
由を強いられる中で，レクリエーションスポー
ツに何を求めるのかを知ることは，いわゆる支
援の押し売りにならないようにするためにも重
要である．特に，震災で使用できなくなった運
動施設の代わりに，他に使用できる施設を準備
して提供する際に，激減している運動の機会を
ただ単に補うことに止まらず，積極的に運動の
実施を促していくためには，対象者となるレク
リエーションスポーツ愛好者のこれらスポーツ
への参加の意義や動機などについて，震災がい
かなる影響を与えたかについて把握することが
必要である．

さらに，現在までに推測されている東南海沖
地震とその被害を想定すれば，この活動支援の
際に得られる情報を記録しておくことにも意味
があると考えられる．

東日本大震災が被災地のレクリエーションス
ポーツ活動の愛好者の意識にいかなる影響を与
えたかに関しては，2009 年以降より毎年実施
している「健康づくりスポーツへの参加意識に
ついてのアンケート調査」のうち，震災の前後
で実施した 2010 年と 2011 年の調査結果を用い
て検討した．

この調査は，健康づくりスポーツへの参加動
機や活動の継続などを調査するものであり，例
年 10 月下旬頃に宮城県の柴田町で開催される

「地域交流ビニールバレーボール大会」に参加
する宮城県内のビニールバレーボールの愛好
者を対象とした調査と，同様に 12 月中旬に岩
手県花巻市で開催される「東日本イーハトーブ
ビーチボール競技大会」に参加する岩手県内の
ビーチボール競技の愛好家を対象とした調査で
ある．

このうち，前者の宮城県における調査では，
健康づくりのためのレクリエーションスポーツ
への参加意識が「楽しみながら皆と健康になる
目的」から，「自分自身の身体的活動欲求が動機」
に変化したことなどを報告 2）したが，本研究で
は，後者の岩手県におけるビーチボール競技の

参加者の意識についても震災の影響を把握する
ことを目的とし，今後の健康づくりスポーツに
よる活動支援に活用することを目指した．

Ⅱ．研究方法

１．調査対象
調査対象とした「ビーチボール競技」は富山

県の朝日町が発祥となるレクリエーションス
ポーツである．昭和 52 年に，朝日町教育委員
会が「町民ひとり１スポーツの推進」を重点目
標とした軽スポーツの開発を体育指導委員協議
会に提案したことから始まった．現在では全国
から 385 チームが参加する大規模大会を開催す
るレクリエーション種目にまで発展している．

調査対象とした岩手県では，被害の大きかっ
た沿岸部にある釜石市がこの朝日町と姉妹都市
の関係にあり，東北 6 県の中でも岩手県はこの
種目の愛好者が多い．この岩手県内では特に奥
州市，花巻市などに愛好者が多く，各地域の協
会では定期的な記念大会，交流大会などの比較
的に大きな大会が相互に開催されており，その
他の全国各地との交流，大会参加について積極
的である．

調査の対象者は，岩手県で開催される大会で
最も広域規模となる「東日本イーハトーブビー
チボール競技大会」の参加者のうち，事前に目
的や趣旨に同意を得た参加者に対して，アン
ケート質問用紙を用いて行った．この大会の参
加対象となるチームは，男性または女性 4 名の
性別で構成されたチームと，男性 2 名と女性 2
名で構成された混合チームであり，それぞれ年
齢のカテゴリーで区分されている．

震災前の 2010 年は 12 月 12 日に実施し，岩
手県内の回答者で 86 名（男性 30 名・女性 56
名，平均年齢 33.4 ± 10.4 ）からの回答が得ら
れ，震災後の 2011 年では震災のおよそ 9 ヵ月
後となる 12 月 18 日に実施し，岩手県内の回答
者で 90 名（男性 36 名・女性 54 名，平均年齢
38.4 ± 11.2）の回答を得た．

２．統計的検討
アンケートで得られた回答については，震災
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前後での比較に，それぞれの項目の実数を率
（％）で表した．また，有意差に関しては 2 ×
2 表 (Fisher's exact test) を用いた度数の分析を
行い，有意水準は，p<0.05，p<0.01 をそれぞれ 
*，** として図中に記号で示した．

Ⅲ．結果

１．参加者の基本情報について
表 1 に回答者の性別，平均年齢，最小年齢，

最高年齢を示し，図 1-1 に年齢分布，図 1-2 に
居住地を示す．

震災前の男女数は男性が 30 人（34.9％），女
性が 56 人（65.1％），震災後は男性が 36 人

（40.0％），女性が 54 人（60.0％）であり，いず
れも回答数の 60.0％以上が女性である．また，
最少年齢は震災前が 19 歳，震災後で 21 歳であ

り，最高年齢は震災前が 62 歳，震災後が 63 歳
である．平均年齢は震災前で 35.2 歳、震災後
が 42.2 歳であった．

居住地では震災前で奥州市が最も多い 47 人
（54.7％），九戸村8人（9.3％），花巻市7人（8.1％），
金ヶ崎町と北上市 6 人（7.0％），二戸市 3 人

（3.5％），江刺市と釜石市，軽米町 2 人（2.3％），
盛岡市と遠野市，大槌町1人（1.2％）の順となり，
震災後は奥州市 56 人（62.2％），花巻市 13 人

（14.4％），江刺市 7 人（7.8％），金ヶ崎町 6 人
（6.7％），釜石市 4 人（4.4％），北上市 3 人（3.3％），
一関市 1 人（1.1％）の順となる．震災前後で
は，奥州市 +9 人（7.6%），花巻市 +6 人（6.3%），
江刺市 +5 人（5.5%），釜石市 +2 人（2.1%）の
順で多くなり，九戸村 -8 人（-9.3%），北上市 -3
人（-3.6%）の順で減少している．

表 1　回答者について

図 1-1　年齢分布
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２．活動への参加と継続について
図 2 に活動への参加のきっかけ，図 3 に情報

の元となるもの，図 4 に活動への参加理由，図
5 に活動の継続理由，図 6 に運動やスポーツの
継続条件を示す．

活動への参加のきっかけは，震災前では「人
に誘われた／薦められた」79 人（91.9％），「イ
ベントに行った」15 人（17.4％），「広報を見た」
5人（5.8％），「クラブHPを見た」3人（3.5％），「チ
ラシ・ポスターを見た」2 人（2.3％），「クラブ
会報誌を見た」と「ラジオ／新聞報道を見た・
聞いた」が 1 人（1.2％）の順である．

震災後では，「人に誘われた／薦められた」
82 人（91.1％），「イベントに行った」18 人

（20.0％），「広報を見た」6 人（6.7％），「クラブ
会報誌を見た」3 人（3.3％）の順であり，「ク
ラブ HP を見た」，「チラシ・ポスターを見た」，

「ラジオ／新聞報道を見た・聞いた」について
は回答が無かった．

震災の前後ではクラブ HP を見た（-3.5％），
チラシ ･ ポスターを見た（-2.3％），ラジオ／
新聞報道を見た・聞いた（-1.2％）人に誘われ
た／勧められた（-0.7％）の順で減少し，イベ
ントに行った（+2.6％），クラブ会報誌を見た

（+2.2％），広報を見た（+0.9％），の順で増加
している．

活動の情報の元となるものについては，震災
前で地域行事 32 人（37.2％），学校行事 10 人

（11.6％），体育施設 5 人（5.8％），公民館 2 人
（2.3％），市役所・町役場 1 人（1.2％）の順であっ
た．

震災後は体育施設 19 人（21.1％），地域行事
18 人（20.0％），学校行事 6 人（6.7％），公民館
とクラブハウスが 2 人（2.2％）の順であった．

震災の前後では，地域行事（-17.2％），学校
行事（-5.0％），市役所・町役場（-1.2％）公民
館（-0.1％）の順で減少し，体育施設（+15.3％），
クラブハウス（+2.2％），の順に増加した．こ
のうち，地域行事の減少（p<0.05）と体育施設
の増加（p<0.001）が有意であった．

また，震災前後ともにその他の回答が多く
あった．

活動への参加理由では，震災前は「運動が
好きだから」64 人（74.4%），「楽しみ・気晴ら
しのため」52 人（60.5%），「健康に効果的だか
ら」33 人（38.4%），「友人・知人に誘われたか
ら」33 人（38.4%），「競技に興味があった」23
人（26.7%），「美容や肥満解消のため」18 人

（20.9%），「近くで開催されているから」7 人
（8.1%），「好きなときに参加できるから」6 人
（7.0%），「空いた時間ができたから」5 人（5.8%），
「地域に友人をつくりたいから」4 人（4.7%）

図 1-2　居住地
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の順であった．
震災後では，「運動が好きだから」62 人

（68.9%），「楽しみ・気晴らしのため」53 人
（58.9%），「健康に効果的だから」35 人（38.9%），
「競技に興味があった」32 人（35.6%），「友人・
知人に誘われたから」25 人（27.8%），「美容や
肥満解消のため」12 人（13.3%），「地域に友人
をつくりたいから」10 人（11.1%），「近くで開
催されているから」7 人（7.8%），「好きなとき

に参加できるから」6 人（6.7%），「空いた時間
ができたから」4 人（4.4%），「家族や友人に運
動してもらいたかったから」と「運動の必要に
せまられたから」が 1 人（1.1%）の順であった．

震災の前後では，「友人・知人に誘われたから」
（-10.6%），「美容や肥満解消のため」（-7.6%），「運
動が好きだから」（-5.5%），「楽しみ・気晴らし
のため」（-1.6%），「空いた時間ができたから」

（-1.4%），「近くで開催されているから」（-0.4%），

図 2　活動への参加のきっかけ

図 3　活動の情報の元となるもの
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「好きなときに参加できるから」（-0.3%）の順
に減少し，「競技に興味があった」（8.8%），「地
域に友人をつくりたいから」（6.5%），「運動の
必要にせまられたから」と「家族や友人に運動
してもらいたかったから」（1.1%），「健康に効
果的だから」（0.5%）の順に増加している．

活動の継続理由では，震災前は「運動して楽
しい・爽快感が得られる」71 人（82.6%），「仲
間や友人ができた」49 人（57.0%），「練習場
所が近い・行きやすい」22 人（25.6%），「行
きたいときに行けるので気が楽である」21 人

（24.4%），「競技が自分に合っていた」18 人
（20.9%），「運動して体の調子が良くなった」14
人（16.3%），「軽い運動でも効果があると感じ
た」と「参加することで自分に自信がつく」が
11 人（12.8%），「家族や友人が協力してくれる」
10 人（11.6%），「運動や体に関する情報が得ら
れる」3 人（3.5%），「運動していることを，指
導者・家族・医者・友人などが褒めてくれた」
と「満足のいく指導を受けることができた」が
2 人（2.3%），「運動を安全に行うことができて
いる」1 人（1.2%）の順であった．

震災後では，「運動して楽しい・爽快感が得
られる」72 人（80.0%），「仲間や友人ができた」
48 人（53.3%），「練習場所が近い・行きやすい」
27 人（30.0%），「競技が自分に合っていた」22
人（24.4%），「行きたいときに行けるので気が
楽である」13 人（14.4%），「運動して体の調子
が良くなった」13 人（14.4%），「軽い運動でも
効果があると感じた」11 人（12.2%），「家族や
友人が協力してくれる」10 人（11.1%），「参加
することで自分に自信がつく」8 人（8.9%），「運
動や体に関する情報が得られる」と「運動して
いることを，指導者・家族・医者・友人などが
褒めてくれた」，「満足のいく指導を受けること
ができた」，「運動を安全に行うことができてい
る」がそれぞれ 1 人（1.1%）の順であった．

震災の前後では，「行きたいときに行けるの
で気が楽である」（-10.0% .），「参加することで
自分に自信がつく」（-3.9%），「仲間や友人がで
きた」（-3.6%），「運動して楽しい・爽快感が得
られる」（-2.6%），「運動や体に関する情報が得
られる」（-2.4%），「運動して体の調子が良く

なった」（-1.8%），「運動していることを，指
導者・家族・医者・友人などが褒めてくれた」
と「満足のいく指導を受けることができた」
が（-1.2%），「軽い運動でも効果があると感じ
た」（-0.6%），「家族や友人が協力してくれる」

（-0.5%），「運動を安全に行うことができている」
（-0.1%）の順に減少し，「練習場所が近い・行
きやすい」（4.4%），「競技が自分に合っていた」

（3.5%）の２つが増加した．
運動やスポーツの継続条件では，震災前は「一

緒にできる仲間がいれば」65 人（75.6%），「時
間が合えば」と「運動できる施設が身近にあれ
ば（通えれば）」が 45 人（52.3%），「出場でき
る大会等の目標があれば」22 人（25.6%），「お
金がかからなければ」18 人（20.9%），「もっと
体力がつけば」15 人（17.4%），「加入できる地
域クラブがあれば」10 人（11.6%），「運動効果
が上がるならば」9 人（10.5%），「指導者がい
れば」3 人（3.5%），「もっと運動の必要性や効
果を学べれば」2 人（2.3%）の順であった．

震災後は「一緒にできる仲間がいれば」69
人（76.7%），「運動できる施設が身近にあれば（通
えれば）」50 人（55.6%），「時間が合えば」38
人（42.2%），「出場できる大会等の目標があれ
ば」22 人（24.4%），「運動効果が上がるならば」
16 人（17.8%），「もっと体力がつけば」14 人

（15.6%），「お金がかからなければ」9 人（10.0%），
「加入できる地域クラブがあれば」7 人（7.8%），
「指導者がいれば」4 人（4.4%），「もっと運動
の必要性や効果を学べれば」2 人（2.2%），「健
康相談ができれば」1 人（1.1%）の順であった．

震災の前後では，「お金がかからなければ」
（-10.9%），「時間が合えば」（-10.1%），「加入で
きる地域クラブがあれば」（-3.9%），「もっと体
力がつけば」（-1.9%），「出場できる大会等の目
標があれば」（-1.1%），「もっと運動の必要性や
効果を学べれば」（-0.1%）の順に減少し，「運
動効果が上がるならば」（7.3%），「運動できる
施設が身近にあれば（通えれば）」（3.2%），「一
緒にできる仲間がいれば」と「健康相談ができ
れば」が（1.1%），「指導者がいれば」（1.0%）
の順に増加した．このうち，「お金がかからな
ければ」（-10.9％）の差が有意であった（p<0.05）．
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Ⅳ．考察

１．参加者の基本情報について
2012 年 10 月の震災後の報道で社会体育関連

記事の増加 3）が見られたが，そのさらに 2 ヶ月
後の同年 12 月の大会開催時に得られた情報で
ある．この震災後の大会はその規模や内容など
について，震災前のものと異なりはなかったこ
とから，参加者の参加のきっかけ，理由，年齢

構成などには特に差が無かったと考えられる．
回答者の年代は，いわゆる未就業世代・高齢者
を除いた 18 歳以上～ 65 歳未満の範囲にある．
30 代～ 40 代の参加者が多いが，60 歳前後の参
加者も少なくはない． 

２．活動への参加と継続について
1）活動への参加のきっかけ
活動への参加のきっかけの回答では「人に誘

図 4　活動への参加理由

図 5　活動の継続理由
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われた／勧められた」が代表的であり，震災の
前後ともに 90.0％を超えている．既に活動に関
わっている愛好者などからの勧誘などが有力で
あるなら，こうした活動を継続している愛好者
やそのコミュニティへ働きかけを行うことが，
健康づくりの支援活動を行うには効果的である
ことを調査結果は示している．

2）活動の情報の元となるもの
活動の情報の元となるものの回答では，震

災前は地域行事が 37.2%と最も多く，学校行事
の 11.6%がこれに次ぐものとなっている．震災
前では地域行事，学校行事が活動情報を共有す
る主な場であった．震災後は体育施設が最も多
い 21.1%であり，次いで，地域行事の 20.0%で
あった．震災前後では地域行事を情報共有の場
とする回答が少なくなったことと，体育施設を
情報共有の場とする回答が多くなったことが有
意である．震災前は地域行事や学校行事が主な
情報共有の場であったが，震災後は練習などで
利用する体育施設が情報共有の主な場に変わっ
たと考えられる．しかし，震災後の体育施設の
回答率が 21.1％に増加しているとはいえ，震災
前の地域行事の回答率 37.2%にかわるものでは
なく，震災後の地域行事の回答率も 20.0％であ
ることからみれば，地域や学校など，公共施設

が情報共有の場であることには変わりは無い．
また，地域や学校などの公共施設への回答が震
災後に少なくなった理由としては，震災の直後
から地域や学校，公共施設などは，耐震問題や
放射能汚染，津波対策などの様々な対応が急務
となる状況下にあったことや，安全性の問題な
どから使用できない施設が多くあったことなど
が理由の一つとして考えられる．このように情
報の共有の場が少なくなった中で，愛好者同士
の動線上にある接点となる体育施設が，情報共
有やコミュニケーションの場として多様化し，
クラブハウスのような機能を持ったと考えられ
る．これに類して，司東ら 4）は震災後の事例と
して「行政機関はその性格上，広く多くの人々
に公平なサービスを行う必要があるため，大局
的な視点での活動が優先され，支援を必要とし
ている人が多ければ多いほど，個別的な対応は
難しい」とし，行政機関に代わり，統合型スポー
ツクラブのコミュニティによる被災地支援活動
が有意義であったことを報告している．

3）活動への参加理由
活動への参加理由では，「運動が好きだから」

と，「楽しみ・気晴らしのため」の回答が，震
災の前後ともに 50.0％を超えている．この 2 つ
の回答を含め，いずれの項目も有意な差はない．

図６　運動やスポーツの継続条件
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しかし，震災後には「他者からの誘い」，ある
いは「美容や肥満解消」を目的とした参加理由
が減少し，「競技への興味」，「地域の友人づくり」
が増加した．すなわち，「友人・知人に誘われ
たから」が 10.6％の減少，「美容や肥満解消の
ため」が 7.6%の減少となり，逆に「競技に興
味があった」が 8.8％の増加，「地域に友人をつ
くりたいから」が6.5％の増加となった．これは，
運動・スポーツ活動への参加理由が，主体的で
はないもの（他者からの誘い，美容や肥満解消）
から，主体的なもの（競技への興味，友人づく
り）に変化していることを示唆している．この
震災後の変化は，漠然と体を動かすことについ
ての関心より，種目や競技に参加することによ
る人との関わりを通し，それを行うことの楽し
みが求められるようになったと考えられる．

4）活動の継続理由
活動の継続理由では，「運動して楽しい・爽

快感がある」ということ，「仲間や友人ができた」
ということが，震災の前後ともに 50.0％を越え
る代表的な回答である．この2つの回答を含め，
いずれの項目にも有意な差は無い．活動の継続
理由の中では，「行きたいときに行けるので気
が楽である」が 10.0％の減少を示したが，この
回答に照らせば，震災から 9 ヶ月ほど経過して
いるとはいえ，震災の影響によることが示唆さ
れている．

5）運動やスポーツの継続条件
運動やスポーツの継続条件では，震災の前後

ともに 50.0％を超えている回答は，「一緒に出
来る仲間がいれば」と，「運動できる施設が身
近にあれば」の 2 つである．その他の回答のう
ち，「お金がかからなければ」で 10.9％の減少
があり，有意な差が認められた．また，「時間
が合えば」で 10.1％が減少しており，逆に「運
動効果が上がるならば」で 7.3%増加した．「お
金と時間」の条件で減少し，運動の「効果」を
求める条件で増加するといった，いわゆる対費
用効果に特徴的な条件に増減があったことを示
唆している．以上の回答に照らせば，震災後に
は身近な施設であることと，一緒に出来る仲間

がいることが継続条件であり，さらに，運動の
効果を求める傾向があることを確認できる．

３．宮城県の調査結果との比較について
宮城県の調査は，被災者への活動支援と平行

して実施しており，情報提供の手段，使用する
施設，実施内容など，参加者の様子を探りなが
ら検討を繰り返した．手探り状態ではあったが，
この活動に直接的に取り組む中で，より良い活
動支援となるよう様々に情報収集を行った．こ
の調査結果からは，健康づくりのためのレクリ
エーションスポーツへの参加意識が「楽しみな
がら皆と健康になる目的」から，「自分自身の
身体的活動欲求が動機」に変化したと結論付け
ている．本研究の調査結果の各項目で 50％を
超える回答では表 2-1 の通り，宮城県の調査結
果との類似点が多い．しかし，震災前後におけ
る回答の傾向については表 2-2 の通り，増減の
変化に逆の傾向が見られている回答が多い．こ
の中の活動の情報元を地域行事と回答したもの
については，どちらにも有意な差が認められて
いる．この理由の一つとして，各市町村協会の
連携をまとめる中央協会（県協会）の有無など
が考えられ，各地域を取りまとめる中央協会の
無い宮城県では，ビニールバレーボールのイベ
ントの殆どが地域ごとに独立して行われること
が影響していると考えられる．これらの通り，
各項目で上位の回答でみれば，侘美ら 5）の挙げ
ている健康づくりのための習慣的な運動継続の
必要条件である「楽しいこと」，「活動の場が身
近にあること」，「仲間がいること」，「上達や自
分自身の変化が自覚できること」，「新しい出会
いや発見があること」の内容に沿う結果となる．
しかし，震災後の回答の変化の傾向に照らせば，
宮城県と岩手県でのそれぞれの状況の違いが，

「活動に参加することの意義」と「参加の動機
となる事柄」に見られていることが示唆された．

Ⅴ．まとめ

激震地であった岩手県も，震災後，損壊を免
れた体育館の多くが避難所となり，そこではエ
コノミー症候群の予防を促す働きかけや情報提
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表 2-1　岩手県と宮城県の調査結果の比較（震災後の 50%を超える回答について）

表 2-2　岩手県と宮城県の調査結果の比較（震災前後の傾向が異なる回答について）
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供が日常的に行われている．仮設住宅の整備が
進むとともに，避難所から仮設住宅にその場所
を移して，健康づくり運動を目的としたボラン
ティアによるレクリエーション活動が継続的に
行われるようになった．

レクリエーション活動は誰もが手軽にできる
活動 6）7）であり，ビーチボール競技もまた「い
つでも，どこでも，だれでも」というスローガ
ンの下に活動が展開されている．レクリエー
ション活動が身体の健康にもたらすとされる効
果については，これまでにも多くの研究 8）9）に
よって報告されており，また，健康維持増進と
いった観点から習慣的な継続が求められてい
る．こうした意味では健康不安を持つ被災地の
人たちに向けた，健康づくりスポーツの活動支
援は必要不可欠であると言えるが，いわゆる支
援の押し付けになってしまわないようにするこ
とが必要である．本研究の調査結果が示唆して
いることは，被災の状況によって変わる，被災
者の「活動に参加することの意義」や「参加の
動機となる事柄」を把握すること，さらに健康
づくりスポーツの活動支援を計画するにあたっ
ては，（1）身近な施設で仲間や友人とともに好
きなスポーツや競技を楽しむことや良い気分転
換ができる，ということを目標設定に置くこと，

（2）活動支援の対象となる者の活動の動線上の
体育施設などの公共施設や，対象者の所属する
コミュニティでの情報収集，及び情報提供など
を通して積極的な働きかけを行うことである．
二塚 10）が「大震災で考えること」とした論述
の中で「追体験できないわが身をしっかり受け
止めて，他者をおもんばかること．他者を他者
とし，当事者ではないことの限界を感じつつ，
他人ごととしてではなく，社会の問題をとらえ
ようとすること．これこそが，実はいま，私ど
もに切に求められている社会的想像力なのでは
ないだろうか．」と述べていることが，まさに
こうしたことに通ずるものであろう．
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